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	５月号
	光小だより
	R８.５.１
	﻿爽やかな季節を迎えて 校長 三谷 将史
	　新学年が始まってひと月が過ぎようとしています。 校庭の桜の木も見事な新緑となり、登校班では、１年生の歩く速さを気遣って、振り返りながらゆっくり歩いている班長さんたちの優しい姿が見られます。 　毎日の登校を見守ってくれている見守りレンジャーさんからも、学年が上がり子どもたちがしっかり歩けるようになったと、成長の様子を聞くことができました。 　また、先日は２年生が１年生に対し、学校のいろいろな場所を教えてあげる学習が行われていました。２年生になりお兄さんお姉さんとなった様子がとても微笑ましく、この学習でも改めて成長を感じました。 　一方、新しい環境への適応には、子どもたちが自覚している以上にエネルギーが必要です。学校を案内していた２年生も「頑張ったー！疲れたー！」と感想を口にしていました。 　やはり、この時期は知らず知らずのうちに心身に疲れが溜まり、体調を崩しやすくなる時期でもあるのでしょう。連休を前に、少しほっとした気持ちとともに、疲れが出ている子もいるかもしれません。 　５月は各学年での学びが本格化する時期ですが、全ての子どもたちが安心して学校生活が送れるよう、学校では、温かく見守り丁寧に寄り添ってまいります。 　ご家庭におかれましても、連休で心と体をリフレッシュするとともに、連休明けにお子さまが普段通りの様子で過ごせているか気にかけていただき、爽やかな５月の学習につなげていければと思っております。

	おしらせ・お願い
	５月の目標 ＊生活目標：元気にあいさつ、てくてくあるこう ＊保健目標：体や身の回りの清潔を心がけよう ＊給食目標：正しい食べ方をしよう
	５月の予定（手話月間・いじめ防止強化月間）
	特別B5日課　◎小中一貫の日





